高齢者ケアの現場 : ティエンドゥック高齢者ケアセンターを訪ねて by 馬場 純子












得られるであろうとの関心から、2013 年 9 月 5 日にハノイ市郊外トュ・リエム区ドン・ガッ
ク（村）にあるティエンドゥック高齢者ケアセンター（Thien Duc Aged Care Centre for The 
Elderly）を訪問した。 
 この施設は株式会社による経営の有料老人ホームであった。経営主体である会社、すなわち
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る。 










「courteous」の 4 つとしている。高齢者が決して孤独で寂しい思いをしないように、第 2 の
家のように過ごしてもらえるように職員は穏やかに、慈悲深く、そして忍耐強く、思いやりを
持った態度で高齢者に接してお世話している、ということである。 








 現在はこのドンガック高齢者ケアセンターが第 1 施設としてティエンドゥックの中核施設と
なっているが、この施設はセンター長のゴック氏が 2001 年に最初に開設したミンハイ高齢者





料老人ホームである高齢者ケアセンターを創設してから 12 年、現在の施設は開設して 4 年目
ということになる。 
施設の建物は、門入口を入ると正面に大きな木があり、中庭になっている。その中庭の両側





 現在の入居者は 150 名、女性の方が多い（参考：2010 年は女性 56%、男性 44%）。 
健康状態としては、weak といわれる車椅子使用の方々が 60 名、weakness という寝たきりの
方々が 10%程度である。平均年齢は 70 歳代前半、最高齢は 100 歳、最年少は 50 歳代。寝た
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居室内に設置されている。門から入って左側から正面にかけてがこのエリアであった。 













(4) 個室・VIP ルーム 







150 名の入居者を世話をしている職員は、医師 2 名、看護師 68 名の合計 70 名の常勤職員









































現在 150 名の入居者のうち、認知症の方が 10 名、精神病との診断を受けた方々もお世話が 
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施設利用費 
  部屋のタイプ 
月額費用 
ベトナム・ドン 日本円換算 
DONG NGAC センター 
1 個室 13,000,000 vnd 約 65.000 円 
2 2 人部屋 10,000,000 vnd 約 50.000 円 
3 4 人部屋 8,500,000 vnd 約 42.500 円 
4 8 人部屋 7,000,000 vnd 約 35.000 円 
5 ブロック C の１人部屋 9,000,000 vnd 約 45,000 円 
6 ブロック C の２人部屋 8,000,000 vnd 約 40,000 円 
7 ブロック C の５人部屋 7,000,000 vnd 約 35,000 円 
8 ブロック A（６人部屋） 5,000,000 vnd 約 25,000 円 
特別サービス（介護付き） 
1 特別サービス－１     
1.1     １レベル 12,000,000 vnd 約 60,000 円 
1.2     ２レベル 11,500,000 vnd 約 57,500 円 
4 特別サービス－２、３、４ 10,000,000 vnd 約 50,000 円 
特別な医療的処置費 
1 経管栄養 1,000,000 vnd 約 5,000 円 
2 人口呼吸（気管切開） 1,500,000 vnd 約 7,500 円 
3 褥瘡 
1,000,000 vnd 約 5,000 円 
~ 3,000,000 vnd ~約 15.000 円 
4 人工膀胱（ストーマ等） 500,000 vnd 約 2,250 円 
5 胃ろう 1,000,000 vnd 約 5,000 円 
6 看護費 
1,000,000 vnd 約 5,000 円 
~ 2,500,000 vnd ~約 12,500 円 
  
SOC SON センター 
1 個室 7,000,000 vnd 約 35,000 円 
2 8 人部屋 4,500,000 vnd 約 22,500 円 
NHAT TAO センター 
1 ７～９人部屋 5,000,000 vnd 約 25,000 円 






























はまだ 4 人、6 人が同室という多床室は存在しており、それなりのニーズはあるのであるが、
基本的に介護保険で利用できる施設であっても「自分の家で、自分の部屋で暮らす」というイ
メージで、個室が主流、一般的となってきている。また有料老人ホームについては、近年急増
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しているが、高所得層のためのものばかりでなく一般的な高齢者（厚生年金等受給者など）へ
も普及してきており、その建築、設備ともにどこも平均的に清潔で明るく快適にできている。 
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（2013 年 9 月 5 日）。 
 
 
おことわり 
 本報告は、現地フィールドで得られた貴重な内容ゆえ早急に掲載を希望しました。なお、記
念シンポジウムでは「日本の高齢化と高齢者の暮らし」と題して発表を行いましたが、その発
表内容は近日中にご報告させて頂きます。 
